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2019年1月、深刻な水質汚染に悩む開発途上国の環境負荷を軽減する
ため、水質浄化作用のあるモリンガ（東南アジア、アフリカ、アメリカなど熱帯・
亜熱帯地域に自生する植物）を使った商品開発に着目し、カンボジアでの
持続可能なビジネスの可能性調査を開始。
これには、摂南大学・尾山博士の研究論文「ワサビノキ(モリンガ)の種子・
葉に含まれる有用成分とその多目的利用」（2016年）が参考となってい
ます。
2020年2月、ミャンマー・ヤンゴン地方でモリンガの原料確保などの実現性を
独自調査し、モリンガ抽出液の抗菌活性や重金属除去の作用に着目した
SDGs活動を開発途上国で計画中。
2020年4月、尾山博士の簡易分析の結果から、既存のシャンプー剤
（右上画像）にも水質浄化効果が確認されました。このシャンプー剤は
以前から販売している定番の商品であり、その水質浄化は年間約400トン
の生活排水に影響したと推計されます。（推計根拠:シャンプー剤の年間
販売総量×シャンプー剤の約20倍の水質浄化効果）
2020年10月には、環境負荷の高いエアコン洗浄後の廃液対策を目的と
して、水質浄化効果が確認されたシャンプー剤を使った「エアコン洗浄実験」
を実施し、18時間経過後の汚水に明らかな違いが確認されました。この実
証実験は、関西SDGsプラットフォーム・共育分科会メンバーおよび大学、
エアコン洗浄企業らと共に実施。（右下画像:エアコン洗浄後の汚水比）

今後、分科会の事務局でもある弊社が、当該モデル事例によるSDGsの
ゴール12「つくる責任」を社会に普及することで、「企業に求められるSDGs
への想い」を社会に浸透させ、企業の賛同を増やすために行動を拡大します。

ポイント:水を汚すシャンプー剤に「水質浄化効果」が認められても、薬機法の広告基準ではPRすることができない。多く
の企業はこの時点で「水質浄化効果」を加えたシャンプー剤などの開発を断念します。→ しかし、法規制で断念せず、責
任感を持った行動を貫くことがSDGsであり、誰一人取り残さない持続可能な未来社会に必要な企業行動なのです。

1. 団体名 株式会社毛髪クリニックリーブ21 2. 連携先
の団体

近畿経済産業局・摂南大学・関西SDGsプラットフォーム「共育分科会」・東洋ラビット・デリシアスエー
シー、創造社デザイン専門学校、カンボジア留学生協会、SDGs17レンジャー、阪神智頭NPO
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モデル性・波及性

・開発途上国で入手できる植物原料(モリン
ガ抽出液)を使った水質浄化資材の開発
・課題:現在ではモリンガ抽出液が高価・希
少であるため、低価格化と原料確保が必要。
・客観的評価(エビデンス)を条件に、環境効
果のある製品の実証を、2025万博で日本モ
デルとして世界へ発信する。

3. 取組
目的

水を汚す商品を「環境改善」に合致した商品開発の普及で、日本企業が「つくる責任」に
おいて、胸を張って2030年のSDGsゴールを迎える

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期 2019/01 取組の

カテゴリー 環境対策水の浄化をシャンプーから取り組みましょう～持続可能な生活資材～

地方創生SDGsの視点

2025年:万博では、各国の環境意識が強
化され、製造企業の「つくる責任」のターニン
グポイントのデッドラインと考えるラストチャンス。
日本が世界へ発信するSDGsメッセージを実
現させるためには、様々なSDGsプラットフォー
ム会員をネットワークして、日本企業の環境
対策意識を牽引する。

ステークホルダーとの連携

【各プラットフォームの連携体制図】
（イベント拡散） （分科会）
地方創生SDGs 関西SDGs
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共育分科会＋【 リーブ21 】＋経産省

（NPO・国内外企業・留学生組織・学校）
別の分科会と連携←・→未加入企業と連携



自由記述欄

表面に記載しきれない内容について、自由に記載ください。
・ステークホルダーとの連携体制図
・2030年までに目指すべきゴールイメージやありたい姿
・連携先の団体からのコメント
・取組に関連するホームページのURL 等
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http://sdgs.itamachi.jp/http://sdgs.itamachi.jp/


